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爬 蟲類 の 漸 管が沸 鰍 分 と して c瀝 類を分 泌す る 蟷 然の 事で あ るが 譜 都 ヵ ナ

ヘ ビ 憮 ψ
・
＿ 、 ，，、如 ＿ i爾 鯏

・
糀 し，

aliznri ・ 色素法及 RA ・ L 氏 法 に依つ 備 卵

管壁 に C蝿 嚇 出 し， その 分泌機構峨 い て 多少 の タ親 を得 る聯
ミ出た ・舘 の 嬲 しナニ

。 h 、，，i。 色素灘 A ，H 。。。。 、 （193S ）の k 　t：9 干 變 甦 加 へ t一もの で あ る
・ 崑防 Aliza「in’

、。lf。。 。、，。 n
・・

を ，

　 M 、C1， を以 て C 、、　Cl， に 代 用せ る ・／7　M 　R ・・。・R 疎 に ユ／2e。。・の 割に溶

解 し，
　 lilllil｛ ・  ce　 ＊e： 1 ｛lll分囎 り噌 囃 に切 開 して 浸 し約 塒 間後 に觀 察 しナ・藩 て の 操

作 は 能ふ 限同一條件の 下 に 於 て な され ， 毎囘同一生理 歌熊に あ 匂 と思 はれ る 5 例が使用 せ ら

れf，．
c蠱 類 嫌 卵管子 酷 〜内面 ，殊に分泌腺孔 に檢出され 肋

：誹 卵せ られv・一る 卵 を含 む

輸卵管で は C 。　ny．＄．ki．の 赤色黻 の 堆積 が 殊に 鞭 認 め られ る
．　 R ・BL 氏 法 に よつ ゾこ黔 に

は蓚鮖 次の 結晶が 子宮羅 の 内面
一帶に 出現 す る （第 ・〜2 鬪 ・ 併 し K 。s・A 氏 法 に よつ て

は 如何 な る 部分 に もCl■ tt．類を檢 出 し得な い 。

　以 上 の 結果 を照合 考察す る に ，分 泌せ られた 鹽類ば な ほ水溶液の 歌態1二あ る と考 へ られ る 。

又 上記 3種 の 方法の 何 れ に よ つ て も ， 分泌腺腔 内及分泌細胞隙 二は 之等鹽類 を檢 出 し得なか

つ た貅 購 ふれ ば ， 夫等の 紛 で ｛ま C・ は蛋白質 と結合 せ る鑢 に あ ろ もの と考察せ られ

ろ ． 更 に 。li、。，ih 色素に よ 備 色せ 蹴 澱の 色は ，　 C・C1・，
・Ca（N ・

・）・ 及 グ リ セ 鱗 酸石欝

の 沈澱の 場合 と多少異 匂稍紫色 を帶び る。叉 卵殼を切 片 として 覯察す る に ， 夫 は 極 めて 細き

繊維 の 緻密な集合 よ りな る 事 （第 4 圖 〉等 よ b して ， 之等分泌物 中に は 或 種の 蛋白質 を含有す

る もの と推測 され る．な ほ Ca 鹽 は 子宮部後端及楡卵管の 他の 部分 には 檢出 し得な い 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 II

か iE ．C。 鹽 の 分泌に は 動物の 生理 白臓 態 に よ つ て 顯著な 淌長が あ る
． 就 中卵集の 繊 は

著 しき影響 を 及 ぼ す が ， 輪卵 管内に 卵の 存す る と否 とは 特 に 關係す る所 が な い もの の 如 くで

あ る．皀防 産 卵期以 夕F・）時期 （9・rH ・・− 4 月 ）に於て 購 卵管 に全 くそ の 分泌を盞勘 得 な い （第 5

副 ． 然 る に 春季卵集卵に 卵黄沈着灣 認 う に つ れ ，鰍 分泌力
窒
開始せ られ 俤 6 甌 そ の

量は 実第に勵 口す る。
「

卵集卵の 直徑が約 3mm に逹 す る頃 に は 第 7 圖の 如 く既 に Ca 鹽 の

　　1） 竹 脇灘 「こ そ の 共鋤者 に よ る爬蟲類 に 於 け る 内 分 泌腺の 研究 ・第 6・日本學 術振興會 の 援跏 こ 焔 ・

　　2） GRU 肌 hR 製 ．

　 　 　 　 　 　 　 　 J　　　　　　　　　　　　　　　 172
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存 在は か な り顯著に な る
p 而 して 卵黄の 蓄積が 極 度 に及ぶ 頃 となれば Ca 鹽の 分泌 もそ の頂

點に逹す る （第 S〜9 岡）。此 の欺態は その 後排卵 を經 て凍 障 産 卵が 行は れ る迄 持續 され る
。

産卵後次第 に分泌量 を 減ず るけれ ど も． もし卵巣 中に第 2 家の 卵子成 熟 が進行す るな らば ，

再 び輪 卵管壁 に於 い て Ca 鹽 の 分泌 活動が盛 とな る
c 然 らざ る時は Ca 鹽 分泌は 急 に微 弱 とな

り〔第 珊 圖 ）、次い で 停止 す る （第 11 圖）。

1H

　以 上 の 觀察 よ e）　．輸卵管の Ga 鹽分泌 と卵集の 活動 との 間に は 密接な 關係の あ る事 が想像

され る が ， 卯巣 剔 出實驗の 結果 は 更に 是 を確め る。Ca 鹽分泌 の 最盛 期 に於 い て 卵巣を 剔出す

れば ，1 遯間後に は ea 鹽分泌 に未だ全 く變化の 跡 が ない が （調査個體數 5），
10　H 目 1：は 稍減

じ（調査個體數 3）（第 12 圖），
2 週 閼以 上 を經れば殆 ど淌失す る （調査個 體數 5）（第 13 圖〉。な

ほ 腺細胞に も卵巣剔 出後 10 日迄 に は 著 しき退行的變 化 な く， その 後漸典暹行 し，
2 週 間後に

は 腺構造は全 く萠れ る
。

Iv

　次 に ，
Ca 鹽分 泌機構を 明 らか な ら しめんが ため に更に 實驗を行つ t 。輸 卵管の 全 く萎縮 す

る ≡1〜10 月の 間 に ， （1 ＞グ リ セ ロ 燐酸石 友 1妬 水 溶液 0．1cc 宛毎週 3 囘 ， 腹腔内注射 ， （2）

夫 に加 ふ る に毎 週末 1 囘 Progynon 　B （oestradiol 　benzoate ）201．b．u ．の 腹腔 内注射 ， （3）Pro −

gynon 　B の み の 毎週末 1 囘 20
，
40，100tt 叉 は 200 　i．b，u ．の 腹腔内注射 の 3 鍾 の 實 驗を試 み，

種 々 の 期間の 後夫等各群の動物 の 韓卵管を觀察 した
。

なほ 毎囘調査個體數 はすべ て 5 例 宛で

あ る。（1）の 群 は 注射開始後第 3〜4週に 於 て 見 る に ，輸卵智に は 全然 伽 鹽類の 分泌な くr 分

泌細胞の 壇殖等 も見 られ なか つ た。（3＞の 群に 於 て は 1〜 5週 間注射 を 繼績 しtzる 後見 る に ，

注射期 間の 延長 と共 と輸卵管壁 の分泌腺は次第 に 發逹 す る事が 知 られ た けれ ど も ，
Ca 鹽 の 分

泌 は全然 起 らな か つ た （第 14〜 15圖 ）。 然 る に （2）の群 に於 ては 注射 3 週 間の 後第 4 邇 の初

め に及び Ca 鹽の 分泌が 起 つ て ゐ た （第 16 圓 ）。然 し Pr。gynDn 注射 に よ り發達せ る腺 細胞

は C2）， （3）群 い つ れに 於て も ，
　Boun 氏 液固 定 haematoxylin染色切片 に つ い て觀察す る に ，

産 卵期 に 於 て ，正常に分泌活動 を營 む細胞 に 於 ける が 如 く細胞内に 顆粒歌 細胞質の 充滿す る

事 な く，粗 な る 繊維朕細胞質が 存在す る の み で あ つ た
。

V

　以 上 よ リ カ ナ ヘ ビ 輸 卵管の ea 鹽分泌に は ， 卵巣 ホ ル モ ン の 關係す る事 は 明か で ある が ， 實

驗的に ぽ oestradiol 　benzoate の みを以 て 分 泌を促 す事 は 不可能 で あ り
， 是 と同時 に 體 液 中

の Ca 量を墳加せ しめ る 必要が あつ た e 但 しグ リセ ロ 燐酸石友が 只單純に Ca イ オ ン を 塘加

せ しめ る事 に よ つ て上述の 如 き 效果 を發揮 しk の で あるか ， 又 は此鹽 に特殊 な る影響に よ つ

た もの で あ る か に つ い て は 目下研 究中で ある．

　發情 ホ ル モ ン は ea 代謝 に密接な 既係を 有 し， 鼠に 於 い て 骨化促進の 作用 等 も氈に報ぜ ら

れて ゐ ろ （丁柵 鴫 1938）。且哺 乳類鳥類及兩 棲類 に於 い て は發情ホ ル モ ン の み を 以 て ， 血 液

中の Ca　1 オ ン の 増加 を 誘致 し得 る （Z“ rAREmsTEns ’
，
　1940； S・v ・AN ・

，
　 1935 ； RmDLE 及 D 。T，L

・i，
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ユ938）が ，

．

少 くともカ ナ ヘ ビ に．於て は 鶴 ホ ル モ ・ の み を以 て は 只黼 β管の 形勲 離 し得

る に す ぎな い もの の ＊m・〈で あ る誘 れ故 ， 産卵期に 於 け 臟 卵管の c・ 鹽 分1必は 疎 る簾

に よ つ て血 液中の C 蝿 が勵 ロし， 卵巣齣 産 出せ られ る 發情ホ ル モ ・ の 鰈 と相 まつ て は

じめ て 起 る もの で ある か 滅 は カ ナ ヘ ビ O ・9’NSCの 分泌す る ホ ル モ ・ に は ・ P ・・g｝
rno ・・ 等 と峠

干 の 相 異が あ ｛。 r それの み に て よ く c ・ 鹽の 分泌 を起 し得 う もの で ある か 等 の 鮪 旨性が考 へ

られ る が ，
なほ 將來の 研究に 俟ちたい 思 ふ L

　絡 に 當 碓，本研究に 從事 中絶 えず激勵 と御指導 とを賜 つ た 東京帝大竹 脇助 教授 ，

の 點に つ い て 多 くの 便宜を與へ られた 岡 田要教授に 對 し謹ん で深謝の意 を表 す る。
’

　 夊 Ca 鹽の 檢出に 關 して は合 田教授 ，

　　て 厚 く御 禮申上げ る。
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・
　　　　　　 第 9 圖以外 は す べ て x52 ；第 9 圖 x250

　　　　　　　　　　　　　　　　　
・
　　　　　　 第 1 圖 版

分泌最盛期 に 於 け る 轍卵管壁 の Ca 鹽類。　RABL 巽法 に よ リ蓚酸 石茨の 結晶 に か へ た る も の （僞光 顯

微鏡寫眞，。　　　　　　　 ．

同上 癌 常光線冩眞 ，

卵 を含 め る 輪 卵 管 内面 の Ca 鹽 （aljzarln 法 ｝。

alizarin に て染色せ る卵 殻の 横斷面 。

非繁 殖期 に 於 1ラ る輸卵答 の 内面 （alizarin 法 ）。

直徑 約 2m1 職 に して 卵 黄沈着 せ る卵 集卵 を有 ナ る 個體の 輸卵 管内面 （alizarin 法 〉。

直徑約 3mm の 卵簗卵 を 有 す る個體 の 輸卵 管内 面 《alizarin
．
法）。

成熟卵巣卵 を有す る個盤の 輸卵管内面 （a］iZarin法 ）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 2 圖 版

第 8 圖 に 示 した る もの を 更 に 嬪 大 せ る も の 。

第 2 …ft卵子虜熟 な き産卵直後 の 個曇 の 輸卵管 内面 （alizarin法）。

産卵 後數 目經過 L且 SS　2　Pt卵子成熟 な き個媛 の 轜 卵 管内 面 （alizarin 法 ）。

轜 卵 管 の 分泌最盛期 に 卵巣 を剔 出 し 10 日
．
を經 過 せ る雌 の 輸 卵 管内颪 〔alizarin 法 ：），

韓卵 管の 分泌最盛期 に 卵巣 を 剔出 し 2 遏聞 を 經 過 せ る雌 の 輙 卵 管内 面 （aliza ．rin 法 ）。

秋 季 に 於 て 」Pr  gynon 　B　20　i・b・u ・毎週末注射 ］ 3遒間 つ L・け た る雌 の 蝓 卵 管内 面 ｛alizarlu 法 ）。

欷 季 1〈 於 て ，
Pr ・gyn ・ n 　B 　100　i・b・u ・毎週末 ヱ 囘注射 L ，　3・pa間 つ 咐 た る雌 の 輸卵 管内面 （alizelrin

法 ）。

欷 季 に 於 て ・ 毎邁 ヱ囘 の PrOgynon ］］　20　i・b・u ・注 射 と共 ！こ グ リセ 卩 隣酸 石 茨 1％ 水溶液 O．1　cc を 毎

週 3 囘 注 射 L ， 3週聞 つ y け た る帷 の 轜 卵 管内 面 〔a 盟izari皿 法 〉。

ユ

9一

34
‘
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μ
0

7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Exp ヨanation 　of 　P 靂ates

　　　　　　　　　　　Alt　f｝9ロres 　exc 巳pt 且g．9xabout 　52； 且g．9 × abont 　250

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P亅ate 　 l
Calciulll　Gxalat 巳 crystals 　formed 乱 fter　treatment 　with 　Bodinm 　oxalate （RABL ，

s　metliecl ）
in　the　oviduct ・a む the　height　of　secretory 　aetivit ・y （pho 血o 皿 ierograph　by　polarized　lighり．
The 　sa 皿 e　seetion 　a8 　pre8ented　in　fig．1 （  rdinary 　photomicrograph）．
Ga−・・lt　in　th・ i・side ・f もhe　w ・ll・f　th・ 。・id・・む … も・ining ・ vulated 　eggs （aliza ．由 ・ ・t・in｝．
Sectien　of 乱 11　alizarin 　stained 　egg 　she 夏1．
工nside 　of 　t・he　o Ψiduc也 wa 】10f　a 　sexual 】y　inactive　female （a ］izarjn 　Btain ，．
In8三de　of　the 　oviduet 　wal 且   f　a 　iema］e　who 日e　ovaries 　contain 　yolk−laden　ova 　abeut2mm
養ndiameter （alizarin 　stain ）．
lnside　of 　the　ov 三duot　wall 　of 艮 female　whose 　ovariee 　contain 　yolk−1aden　ova 　about 　3　m1 皿

in　diameter （alizarin 　st 乱in），
8．・　lnside　ef 　t・he　ovidueS 　s ・alj　oi　a　ie皿 ale 　zz

・hose 　ovaTies 　eoritain 　mature 　ova 〔ali7mri 】ユ Et，aill 〕、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Plate　2
セ　
　コ

90　

1

11．

】iDarも of むhe 　ovidnc ↓ waU 　showll 　in　figure　8　highly　magnified ．
Inside 。f むhe 。・iau・t　 w ・ll ・f　a　fem ・ 1・ i皿 m ・di・七・】y ・fじer　 eg9 ・1町 ing （・li・a ・in ・．t・ iω ．
Th 巴 femaJe　had　no 　growing 　egg ヨ in　the 　ovarie ヨ，
Inside　of 　the 　ovjdu6t 　wall

．
of 　a 　feuユal 巳 severa 】d乱 ys　after 　e

暫g・laying （alizarin 　stain ）．　The
female　had　n ・ gr・wing 　eggB 　in　the 。varies ．

1
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i2･.

I3,

l4.

15.

16.

                            itL M

lnside of  the oviduct  wall  of a  iemale

after  evariotomy  (alizarin stain).

IRside of  t/he oviduct  wall  ef  a  female,

Aiter  ovarieton]y  (alizarin stai.n).

Insidie of  the  eviau'ct  
'wall

 ol'a  ferna]e

gsnon  B  per "'eek,  for 3 v'eeks  in the

Ii;side of  t/he eviduet  iRrall  ef  a  feTnaLe

gynon  B  per "'eek  for 5 weeks  in the

Inside of  the  eviduct  "'all  ef a  female

aiid  O.1 cc  oi a  1 per cent  solution  of

in tbe  fal! (alizarin Btain).

     \=
                    '

 at  the  height of the breedi-g  seass)n  i]i le days

at  the  height of the breeding season  in 2 vveeks

 intraperitoneally injected "'ith  20i.b,n  
of

 
Pre-

fall (alizarin stain).  .

 intraperitonea]]y injeeted rvith  10C, i,b.u. of  ?re-

fall (alizarin .stain). .

.injeeted vTith  20i.b.n oi  I'rogynon  B  per -'eek

Ca-glycerephosphate 3 timeB a  week  fcbr 3 za'eeks

c

'1

'

e
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